


令和７年（202５年）０２月１４日役員会資料/高校展部 

令和７年（２０２５年） 第７６回高校展 ここまでのポイントまとめ 

※ 新しい点・変更点等に下線 

《 会場 》 大阪市立美術館 天王寺ギャラリー 第 1/2/3/4室  

《 会期・日程 》 令和７年（2025年）７月２３日（水）～7月 27日（日）9：30～17：00（最終日 15：00終了） 

天王寺美術館下見 4/4(金) 時間未定 会場変更箇所・搬入出経路等を現地確認。高校展部会も併せ 

生徒説明会 5/〇（金） ・ブロックごとにオンライン会議を高校展部員が実施。 

ブロック会議 5/30（金）or6/6（金） ・出品申し込み（各ブロックで開催） 

出品目録提出締切 6/20(金） ・ブロック毎に決められた担当者へメールで提出 

①出品校教員説明会 

②出品校教員会議 

7/4（金） 

会場未定 

①初参加・他教科顧問の説明会＋α 

②全出品校顧問。出品料納入、変更手続き、係打合等 

展示計画（割付作業） 7/5（土）９：００～１７：００ 港南造形高校 

作品搬入 

（↓大阪市立美術館） 

7/22（火）12:00～16:00 

※ 12時より前は入館不可 

・搬入・展示作業、金具・ゴム貸与、目録提出等 

 

高校展 （↓）7/23（水）～7/27（日）9：30～17：00（最終日 15：00終了） 

審査 7/23（水）９：１５～17：00  

審査結果発表 7/24（木） 時間未定 ・発表方法未定 

表彰式 7/27（日）13:00～１４：００ ・優秀賞受賞者のみ  （集合は 12:30） 

作品外す～梱包作業 7/27（日）15：00会期終了

→15：00～17：00 

※ 作品を外す～梱包作業のみ、会場外への作品搬出は不

可（個人搬出も同じ）。 詳細は検討中。 

作品搬出 7/28（月）9：00～12：00 

※ ９時より前は入館不可 

・搬出作業、金具・ゴム返却等 

 

《 作品規定・壁面 》 

〇 絵画のサイズは、30号（長辺 91ｃｍ以上）～１２０号（長辺 194ｃｍ以下）とする。 

〇 絵画壁面の申し込みは１ｍ～９ｍ（高さの上限は３ｍ）を基準。１０ｍ以上の申し込みを希望する学校は別

途手続きが必要。絵画壁面の上限を２２ｍとする。 

    ※ 高さ上限３ｍだが、100号２段掛けや 120号２段掛けについては検討中。30号は３段まで。 

〇 工芸壁面はｍ単位で申し込むこと。（高さの上限は３ｍ）、壁面長の制限は設けない。 

 

《 デザインテーマ部門 今年のテーマ 》  「明るい未来社会」 

 

《 賞 》  優秀賞、奨励賞とする。優良賞は予定通り廃止する。集合作品賞は未定。 

 

《 全国高等学校総合文化祭 》  １・２年生の優秀賞受賞者から翌年の代表を選考。 

 

《 交流用紙・部推奨シール・特集号 》 

 〇 部推奨シールは継続。 〇 交流用紙は令和７年はなし。翌年以降は再検討。 



 〇 特集号は内容を精査し、スリム化の方向で検討中。 

※ 美術館にWi-Fiが設置予定だが、地下展示室での実用性不明。来年以降にフォーム等を検討。 

 

《 会場マップ（仮称 旧サテライトマップ） 》 

 〇 内容を変更し、研究会事務局が中心となり作成。 

 

《 出品料・共同搬入出参加費の値上げ 》 

〈 出品料 〉         来年度、令和８年に値上げ予定。今年度は告知のみ。 

〈 共同搬入出参加費 〉 今年度、令和７年は（３０００円から）６０００円に値上げする。 

〈 理由 〉 現状では、令和９年度を最後に高校展開催が不可能になるため。 

〈 現状と試算 〉 

① 高校展部試算によると、現状維持の場合、令和８年以降、単年で８３万円の赤字が見込まれる。 

② 令和６年度終了時の予備費（繰越金）は３４９万円（令和７年度美術館使用料は未納）。 

③ 出品料納入前に必要な費用は１０５万円（美術館使用料・会議費・事務費・通信費・ポスターはがき印刷

費等）。これは予備費から支払う。つまり、予備費残額が１０５万円を下回った時点で会計が破綻。 

④ ①～③を元に試算すると、令和９年度終了時に予備費残額が１０４万円となり破綻する。 

    ※ もし令和７年・８年に台風によるトラック留め置きが発生した場合、令和９年までもたない。 

 

〈 高校展開催を継続するための対策案 〉 

〇 単年度で８３万円の赤字を削減、もしくは補填しなければ破綻する。 

〇 出品料は３０年以上、共同搬入出も開始以来約２０年、どちらも値上げなし。 →値上げはやむなし。 

〇 最大の要因は共同搬入出トラック費用の高騰。 

  

◎ 下記の案１～案５を並行して実施する  

案１、共同搬入出参加費の値上げ： ３０００円→６０００円 

       約１００校が利用。３０００円の値上げで、約３０万円の増収。 

案２、共同搬入出のトラックを減らす。ブロック横断も含めたルートの精査、拠点校に事前搬入する、等。 

       ・３台削減の場合、約２５～３０万の節約。 

   案３、トラック業者の再検討。 

   案４、出品料の値上げ → 実際の値上げは令和８年度度。令和７年度は告知のみとする。 

       出品料収入は約２００万円。１５～２０％の値上げで、約３０～４０万の増収。 

   案５、会場マップ（仮称 旧サテライトマップ）の変更 

       ・会場展示図ではなく出品目録にして納期の日数を確保する、通常の冊子にして印刷費を下げる、

広告を増やして増収する、等 

 ※ 作品サイズの縮小は高校展そのものの縮小にもつながり避けたい、ということから今回の案では除いた。 

 



資料⑥                                    （令和 7年 2月 1４日用 修正版） 

令和７年度（2025年度） 第 76回高校展以降の支出試算 

 

資料⑤参照  R3（２０２１）年： 大阪市立美術館ラスト＋コロナ２年目 にあたる 

            R６（２０２４）年： 分散開催（サテライト）ラスト 

 

【 １、 R7（2025）年 試算 】 

R7（2025）年 〈 収入の部 試算 〉 

高校展出品参加費 （R３引用） 2.013.700円 ① 2,383,700円 

賛助金 （R6引用） 370.000円 

予備費 （R6確定額） ② 3,485,527円 

収支合計  ①＋② ③ 5,869,227円 

 

R７（2025）年 〈 支出の部 試算 〉 ☆印：金額は R3引用、★印：R3修正、◆印:R6引用 

★美術館使用料 6６９,000円 

☆会議費 140,000円 

☆事務費 75,400円 

☆通信費 4,485円 

☆運送費 （資料運搬時の駐車場代のみ） 1,000円 

★派遣費（アルバイト費） 170,000円 

★共同搬入出運送費 1,700,000円 

◆ポスターはがき印刷費 ２７,２２0円 

◆賞状印刷費 ２９,４３７円 

◆高校展特集号制作費 ７５,００0円 

◆高校展目録作成費（サテライトマップ・会場図） １７６,００0円 

予備費・次年度会場費用 0円 

支出合計 ④  3,０6７,５４２円 

★ 美術館使用料： 会期 5日のため通常より１日分安い。 

★ アルバイト： 最終日 15時終了後の作業のため増員必要 

★ 共同搬入出運送費： R3より値上げにより２割増と仮定 

 

R７（2025）年〈 次年度予備費（＝繰越金） 試算 〉 

次年度予備費（③―④） ⑤  2,８0１,６８５円 

 

 



【 ２、 必要な予備費と単年の赤字額 】 ※ 前項１を基に試算します 

《 必要な予備費 》 

R７（2025）年の場合、出品料納入（２０２５/7/4）までに支払いが必要な項目の合計 試算 

美術館使用料＋会議費＋事務費＋通信費＋運送費＋ポスターはがき印刷費 ⑥  ９１７,１０5円 

 ⇒ つまり、９２万円の次年度予備費（＝繰越金）が必要 

R８以降は会期が通常（６日）⇒ 追加で１日分の会場・控室費用（１３２,０００円）が必要 

 ⇒ R８以降は 1０５万円 の次年度予備費（＝繰越金）が必要 

《 単年の赤字額 》 

R７（2025）年の場合、 （予備費を除いた）収支 試算  

① ― ④ ⑦ ―６8３,８４２円 

 ⇒ R7は１年で６９万円の赤字（マイナス） 

R８以降は通常会期 

 ⇒ R８以降は１年で８３万の赤字（マイナス） 

 

【 ３、R８（202６）年以降 試算 】 

次年度予備費が毎年８３万円づつ減っていきます 

R８（202６）年 終了時の収支 

次年度予備費（繰越金） 約 １,８７０,000円 

R９（202７）年 終了時の収支 

次年度予備費（繰越金） 約 １０４０,000円 

⇒ １０５万円を下回り、（出品料納入前）支払いが不能となり破綻します。 

⇒ R7や R8に台風でトラック留め置きになった場合、破綻が早まる。 

※ 分散開催の３年間は幸い台風には当たりませんでしたが、大阪市立美術館で実施していたころは３～４年に

１度、台風にぶつかっています。 

※ R７からは暴風警報発令時、作品のみ館内に搬入は不可です。（以前は作品のみを教員のみで搬入となっ

ていました） ⇒ つまり、トラックが１日余分に必要になります。 



収入の部 予算 決算
高校展出品参加費（搬入出料含む） ¥2,000,000 ¥2,396,800
賛助金 ¥300,000 ¥370,000

小計 ¥2,300,000
予備費 ¥2,129,506 ¥2,129,506

利息 ¥15 ¥90
合計 ¥4,429,521 ¥4,896,396

支出の部 予算 決算
会場使用料 ¥0 ¥0
共同搬入出運送費 ¥1,300,000 ¥1,061,513
DM・ポスター印刷費 ¥100,000 ¥27,220
事務費 ¥50,000 ¥990
派遣費（監視アルバイト代他） ¥0 ¥0
記録写真代 ¥0 ¥0
賞状印刷費 ¥30,000 ¥29,437
高校展特集号制作費 ¥75,000 ¥75,000
会場図作成費 ¥150,000 ¥176,000
その他（会場費・共同搬入出以外のブロック支出合計） ¥100,000 ¥40,709

¥0 ¥0
予備費 ¥2,624,521

合計 ¥4,429,521 ¥1,410,869

次年度予備費 ¥3,485,527

以上の通り相違ありません。 2024年8月31日

会計部長 古谷　明香

大阪府高等学校美術工芸教育研究会　【高校展会計】75回展　収支報告

大阪府高等学校美術・工芸教育研究会


